
数十年に一度の大雨という言葉を度々目にしますので調べてみるとなんと
7年間の内に17回も。　地球温暖化が進み災害は時に我々の経験したことのないﾚﾍﾞﾙ。
これまで私たちが思う災害という意識が通用しなくなりつつあります。
弊社が皆様に電気を通じて災害から身を守る商材をご提案致します。　
なかでもおススメ①の通電災害に備える大きな地震で建物倒壊などにより電気設備が停電。
その時に電気配線設備などが損傷している状態に復旧した電気が通電された時に
火花が起き、近くの可燃物に点火すると火災が起きます。
地震発生時には分電盤の電源を切ってから非難がお勧めですが、
自分自身の安全確保でそれが出来ない時に便利なのがこの地震あんしんばんです。
先ずは”わが身を守る行動”が大事ですが、同時に”住居も守る”をご提案します。

木村電機からのメッセージ

月 日は「防災の日」です！ 皆さんご存知でしたか？
防災の日を中心とした「 年 月 日～ 月 日」は防災週間と定められており、
全国各地で防災訓練やさまざまな啓発活動が実施されています。

大正 年 月 日に起きた関東大震災にちなみ、さまざまな災害についての
認識を深め、それらの災害に対処する心構えを準備するために、 年に制定
された啓発日です。

パナソニックが今年度実施した「防災意識アンケート」の調査によると、
「自然災害について、不安に感じている」と答えた割合は
「自然災害への備えがまだできていない」と答えた割合は ％

という結果でした。不安を感じている方が多いなかで、備えが必要だと思っているけど

まだ準備ができていない方もたくさんいらっしゃるようです。

皆さんも、ぜひこの機会に、ご家庭の防災グッズの準備や点検を行い、
身の回りの危険な箇所、古くなった電気設備のチェック、
また避難場所や避難経路の確認をしっかりしておきましょう！

パナソニックでは、いざという時に皆さんや皆さんの大切な人・モノを
お守りするための 「もしもに備える電気設備」をご用意しています。
ぜひ一度ご検討されてみてはいかがですか？

パナソニックが今年度実施した「防災意識アンケート」の調査によると、
「自然災害について、不安に感じている」と答えた割合は
「自然災害への備えがまだできていない」と答えた割合は ％

という結果でした。不安を感じている方が多いなかで、備えが必要だと思っているけど

まだ準備ができていない方もたくさんいらっしゃるようです。

⼀部出典：パナソニック「毎⽇が、備える⽇。」 より引⽤



〒300-2707  茨城県常総市本石下 4786
TEL.0297-42-2141  FAX.0297-42-3474

URL ／ https://www.kimuradenki-4life.com/

E-mail ／ info@kimuradenki-4life.com

07  茨城県常総市本石下 4786
42-2141  FAX.0297-42-3474

://www.kimuradenki-4life.com/

o@kimuradenki-4life.com


